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後援   
⽔ 俣 市 社 会 福 祉 協 議 会  

｢人間の尊厳を取り戻す闘い 
｣ 

｢次世代に長崎の被爆体験を  

どう伝えるのか ｣ 

｢セウオル号事件の記憶｣ 

 今年は、⽔俣病第⼀次訴訟判決から50年を
迎えました。⽔俣病被害者の補償、救済問題
は解決したとは⾔えません。⽔俣病の教訓を
学ぼうとしても、被害当事者が⾼齢化し、話
を聞くことも難しくなってきました。同様の
ことが、戦争被害や他の公害被害でも、当事
者が⾼齢化し、起こったことの真相をどのよ
うに語り継いでいくのかが、課題になってい
ます。 
 沖縄や広島、⻑崎では、⾼校⽣などが施設
を案内する取り組み、若い語り部の養成が進
められてきています。 
 また、関東⼤震災や満蒙開拓団などの経
験、忘れ去られた事実を掘り起こし、事件を
語り継ぐ取り組みも⾏われています。こうし
た取り組みの経験を学び、あらためて、⽔俣
病の教訓をどう語り継いでいくのか、考えて
いきたいと思います。 
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